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「ChatGPT」を手掛けるOpenAI が一

般に提供を開始して約１年半が経過す

る。日本においては、仕事における利

用が進んできているが、後述のアンケー

ト結果のように、仕事以外（プライベー

ト）での利用率は 20%とまだ低い。

一方、アメリカにおける仕事以外で

の利用率は日本の 2 倍以上となってい

る。下図は、セントルイス連邦準備銀行、

バンダービルト大学、ハーバード・ケ

ネディスクールの共同研究チームが実

施した調査結果であるが、生成AI ツー

ルの利用は、仕事での利用より、仕事

以外の利用の方が多い。また、PCの普

及と比較すると、仕事での普及率に大

きな違いはないが、仕事以外では、PC

より極めて早いスピードで普及が進ん

でいる。

それでは、アメリカにおいて、仕事

以外では、どのようなことに、生成AI

ツールが使われているかというと、た

とえば

①子どもの学習サポート

②家事の効率化

（レシピ提案、掃除方法などのアドハ

イス）

拡がるパフォーマンス志向と
消費トレンド

■図表　生成AI ツールの利用率

出典 : セントルイス連邦準備銀行、バンダービルト大学、ハーバード・ケネディスクールの共同研究
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③エンターテイメント

（クイズやゲームの作成など）

④健康管理

（運動メニューの提案など）

⑤家庭内コミュニケーション補助

（家族の会話のネタ提供など）

といったことがあるようだ。

一方、上記のような「能動的に問い

かけて生活に役立つアドバイスをもら

う」という使い方以外に、「生成AI ツー

ルが搭載されたサービスを選択する」

という半能動的な利用も増えている。

たとえば、2024 年のヒット商品の 1

つに新NISA があるが、AI 活用のロボ

アドバイザーより気軽に投資を始める

ことができるサービスがある。

たとえば、2024 年ヒット商品の 1 つ

に Vポイントがあるが、利用状況やア

ンケート回答データから嗜好に合った

パーソナライズクーポン（Vクーポン）

が提供されるサービスがある。

たとえば、メルカリでは、出品者に

商品がより売れやすくなるような改善

提案などをアドバイスする「メルカリ

AI アシスト」サービスがある。

これらのAI によるサポートサービス

を選択することは、結果的にAI ツール

を利用していることになる。

このような生成AI が組み込まれた

サービスは今後も増加し、将来的には

なくてはならないサービスになるかも

しれない。

また、能動的な利用についても、身

近によく使うインスタへのメタAI 搭載

や、生成AI が搭載されたAlexa+ のリ

リースなど、気軽に生成AI ツールが利

用できる環境が整うことにより、仕事

以外の場面での利用が日本でも急拡大

していくと思われる。

自分の選択眼に、AI のおすすめ選択

眼が加わった新たなパフォーマンス志

向が出てくることが予測される。


